
平成２７年度 入札監視委員会議事概要

九州防衛局

開 催 日 及 び 場 所 平成２８年３月２日（水） 福岡第２合同庁舎５階 第１会議室

委 員 牧角 龍憲（大学教授） 松藤 泰典（大学名誉教授）
諏佐 マリ（大学准教授） 清水 秀幸（公認会計士）
増永 弘（弁護士）

Ⅰ 地方防衛局等が発注する建設工事等に関する審議

審 議 対 象 期 間 平成２７年１０月１日 ～ 平成２７年１２月３１日

審 議 対 象 件 数 ４９ 件

１．入札状況について（入札参加資格の設定及び落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 ４ 件 （審議概要）
１ 建設工事等発注実績について

建 一 般 競 争 １ 件 ２ 指名停止の措置状況について
設 ３ 抽出事案について
工 一般競争（政府調達協定対象外） １ 件
事

随 意 契 約 ０ 件

建設コンサルタント業務等 ２ 件

意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの 【建設工事等発注実績について】
意見・質問 特になし

○それに対する 【指名停止の措置状況について】
回答等 特になし

【抽出事案について】

１〔海･大村(27)埋立等工事〕
（一般競争(政府調達協定対象)）

・技術提案の評価項目及び評価基 ・技術提案の評価項目及び評価基
準の設定並びに審査はどのように 準等の設定並びに提出された技術
行っているのか。 提案の審査に当たっては、内部審

査のみならず、複数の学識経験者
から意見聴取を行っている。

２〔築城(27)格納庫変電設備改修
工事〕（一般競争（政府調達協
定対象外））

・有資格業者数と入札参加業者数 ・入札辞退であるが、予定技術者
の差の要因は何か。 の配置が出来なくなったこと等に

よるものと推察する。



意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの ・電気設備工事に係る調査基準価 ・調査基準価格については、設備
意見・質問 格は、機器（物品）購入、工事費 工事も建築工事も同様の算定方法

ともに同じ割合で積算され、割高 である。なお、本件の機器購入費
○それに対する な設定となっている。業者が機器 は、直接工事費の約53％を占めて
回答等 の価格を抑えすぎれば低入札に陥 いる。

るという状況である。

３〔馬毛島(H27)気象海象調査〕
（一般競争（政府調達協定対象
外））

・気象海象調査とはどのような調 ・過去に公表された気象データ等
査を行うのか。 の収集・分析を行う業務である。

・予定価格はどのように算定され ・積算歩掛の無い業務のため、複
たのか。 数の業者から見積を徴集のうえ、

予定価格を算定した。

４〔北熊本(27)庁舎新設等建築設
計〕（一般競争（政府調達協定
対象外））

・低入札の事案であるが、適正な ・業務の進捗段階（30％、60％、
履行が可能であるのか。 90％）における審査･確認を厳格

に実施することで、適正な成果品
を納入させる。

委員会による意
見の具申又は勧 なし
告の内容

２．談合疑義案件の処理状況について

談 合 疑 義 件 数 ０ 件 （審議概要）
該当案件なし

工 談 合 情 報 ０ 件

事 点 検 結 果 疑 義 ０ 件

業 談 合 情 報 ０ 件

務 点 検 結 果 疑 義 ０ 件

意 見 ・ 質 問 回 答
○委員からの
意見・質問

○それに対する なし
回答等

委員会による意
見の具申又は勧 なし
告の内容



３．入札結果の事後的・分析結果について（公正入札調査会議への報告内容の確認等）

・一位不動の分析
審 議 概 要 ・順位不動の分析

・低入札・不調・不成立事案の分析
・落札率・応札率の分析

意 見 ・ 質 問 回 答
○委員からの
意見・質問

○それに対する なし
回答等

委員会による意
見の具申又は勧 なし
告の内容

４．再苦情処理（再説明請求回答）

再 苦 情 申 立 件 数 総件数 ０ 件 （備考）
（再説明請求件数） 該当案件なし


